
平成 29年度 食生活ルネサンスによる消費拡大対策事業(農林水産省) 

平成 29年度 地産地消コーディネーター育成研修会 開催案内 
～学校等施設給食における地場産物の利用拡大に向けて～ 

 

平成29年11月 

一般財団法人都市農山漁村交流活性化機構 

（まちむら交流きこう） 

１ 開催のねらい 
学校等施設給食における地場産農林水産物・食品（以下「地場産物」と表記）の利用は、食育

活動、地産地消、食文化の伝承、郷土への理解を深めるなどの取組として各地で進められています。 

また、鮮度の良い地場産物を食べ、食材の美味しさを知ることで、好き嫌いの軽減、食欲の増進、

健康に留意した食生活の実現などへ広がり、人々の健全な心身を培うことに繋がっています。 

併せて、地場産物の生産者や生産過程などを知ることは、食べ物や地域産業への関心・感謝の気

持ちを深めるとともに、地域全体の連携を築くこととなり、地域の活性化にも貢献しています。 

このように、学校等施設給食で地場産物の使用を進めるには、地場産物を利用する事業者側

と、供給する農林水産関係者側の間において、地場産物の供給量、価格、規格などの調整が必要

であり、これらの間をつなぐ調整組織や調整役の役割が重要となります。 

そこで、今後の地場産物の利用拡大に向けて、各地における地産地消の取組を促進するため、

専門的知見を持つ人材育成を目指した研修会を、全国３か所で実施いたします。 

 

※地場産農林水産物・食品とは、都道府県の区域において生産された農林水産物及び、その農林水産物を

原材料として製造された加工品のことをいいます。 

 

２ 開催日程  
平成 29年 10月～平成 30年 1月の間。全国３か所 

 

３ 開催地 
 テーマ 開催場所 開催日程 備考 

① 東京会場 
学校給食における地場産

物の利用拡大に向けて 
東京都小平市 10月 16日(月)～17日（火） 

JA 東京むさし小平支店の

視察、給食試食など 

② 宮城会場 
施設給食における地場産

物の利用拡大に向けて 宮城県仙台市 11月 15日（水）～16日（木） 
病院・福祉施設等給食へ

の地場産物納入の進め方 

③ 大阪会場 
食文化を活かした

給食事業について 
大阪府大阪市 1月 16日（火） 

和食、郷土食を取り入れた

献立、和食の技術習得など 

※全国からどこの会場にもご参加可能です。 

※詳細内容・申込様式については、ホームページ上でもご案内いたします。 

 

４ 参 加 者  

学校等施設給食において、地産地消による地場産物利用の推進に関わる方なら、どなたでもご参

加できます。（想定される参加者：給食事業の分野において地産地消に関する調整役として活動、ま

た今後活動を予定している実践者、給食事業関係者、生産者、流通関係者、行政関係者など） 

 

５ 参 加 費 

参加費は無料ですが、参加者交流会、現地研修に参加される場合は、実費を承ります。 

会場までの交通機関・宿泊等については、参加者ご自身でご手配ください。 

  



平成 29年度 食生活ルネサンスによる消費拡大対策事業(農林水産省) 

 

 

 

 

１ 開催日時 

平成 30年 1月 16日(火) 13:00～16:30 

 

２ 開催場所 

    大阪ガス ハグミュージアム５階「ハグホール」（大阪府大阪市） 

(住所) 大阪府大阪市西区千代崎３丁目南２番５９号 

 

３ 参加定員 

  約40名 

学校等施設給食において、地産地消による地場産物利用の推進に関わる方なら、どなたでもご

参加できます。 

（想定される参加者：給食事業の分野において地産地消に関する調整役として活動、また今後

活動を予定している実践者、給食事業関係者、生産者、流通関係者、行政関係者など） 

 

４ プログラム（予定・敬称略） 

時 間 プログラム 内 容 

13:00～ 開会・挨拶  

13:10～ 講座 １ 
和食・郷土食を活かした給食の提案(講義) 

京料理たか木             高木 一雄 

14:20～ 講座 ２ 

和食給食の基本・食育活動への展開法(実務演習) 

京料理たか木             高木 一雄 

※和食の基本のだしの取り方、飲み比べなどを行います。 

15:30～ 
質 疑 応 答 

講 座 総 括 

和食給食を進める上での課題整理 

(公財)兵庫県学校給食・食育支援センター 

食育支援専門員                        田路 永子 

16:30 閉会・解散  

※解散時刻は目安です。交通機関などは余裕を持ってご予定ください。 

※やむを得ず、プログラムに変更が生じる場合がありますので、ご容赦ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年度 地産地消コーディネーター育成研修会 【大阪会場・和食給食】 

食文化を活かした給食事業について ～和食・郷土食を取り入れた給食の提案～ 

講 師 紹 介 

京料理たか木 高木一雄 氏 

1972年 大阪府生まれ。「京料理たか木」は、2010年から 2016年まで 7年連続ミシュラン 2

つ星を獲得。日本の子ども達に和食の素晴らしさを伝えたいと、全国の和食料理人ととも

に、学校訪問や調理講習会を通じて、学校給食における和食提供、和食文化への理解促進な

ど積極的に取り組んでいる。 



平成 29年度 食生活ルネサンスによる消費拡大対策事業(農林水産省) 

５ 参加費 無料 

 

６  参加申込方法 

別添「参加申込書」に必要事項をご記入の上、事務局までご送付ください。事務局より、受付確

認メールをお送りします（申込み後、1週間以内）。定員となり次第、受付を終了します。申込み

後に、変更や参加の取り消しがある場合は、開催日の１週間前までに必ず事務局までご連絡をお

願い致します。 

 

７  その他連絡事項 

・閉会後、大阪ガス「展示・実演ルーム（給食・昼食エリア等）」をご案内致します（希望者）。 

・会場までの交通機関、宿泊については、各自でご手配・ご負担ください。 

 

 

 

 

 

 

  

■【大阪会場】までのアクセス 

大阪ガス ハグミュージアム５階「ハグホール」（大阪府大阪市） 

  大阪府大阪市西区千代崎３丁目南２番５９号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・大阪市営地下鉄 長堀鶴見緑地線「ドーム前千代崎」駅 下車①版出口より徒歩 3分 

・阪神なんば線「ドーム前」駅下車②版出口より徒歩３分 

 

平成 29年度 地産地消コーディネーター育成研修会 事務局 
（一財）都市農山漁村交流活性化機構 （まちむら交流きこう） 

業務第２部  地域活性化チーム 
〒101-0042 東京都千代田区神田東松下町４５番地 神田金子ビル５Ｆ 

電話０３－４３３５－１９８４（直通） ＦＡＸ０３－５２５６－５２１１ 
メール：chisan@kouryu.or.jp 

※地産地消コーディネーターとは、当事業にて下記と定義しております。 

「地域住民の豊かな食生活の実現、子ども達の食育、地域農林水産業の活性化等を目的としながら、

給食関係者、生産者、地域社会全体の状況を把握し、関係者とコミュニケーションを図りながら、 

広い視野を持って地産地消を進める中心的役割を担う存在のことをいう。」 



平成 29年度 食生活ルネサンスによる消費拡大対策事業(農林水産省) 

 

 

平成 29 年度 地産地消コーディネーター育成研修会 

（大阪会場 2018/1/16）参加申込書 

都道府県・市町村名  

所 属 組 織 ・ 団 体  

部 署 ・ 職 名 な ど  

担 当 者 連 絡 先 

ご担当者名：  

電話番号：  

FAX 番号：  

E-MAIL：  

 

 

■ご参加いただく方のお名前を下記にご記入下さい。 

参 加 者 情 報 

※上記担当者と同じ場合は、「同上」と記入ください。 

所属・役職： 

 

お 名 前:                                                     男 ・ 女 

所属・役職： 

 

お 名 前:                                                     男 ・ 女  

所属・役職： 

 

お 名 前                                                     男 ・ 女 

 

 

■研修テーマに関する質問および事務局への連絡事項がある場合は、こちらにご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ご記入いただいた内容は、個人情報取扱方針に従い厳正に管理し、本件以外の無断での使用は行いません。 

地産地消コーディネーター育成研修会事務局 宛  FAX：03-5256-5211（送付状は不要です。） 


